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旭化成株式会社

旭化成株式会社（本社：東京都千代田区、社長：工藤 幸四郎、以下「当社」）は、一般社団法人日本IR協議会が選定する「IR優良企業賞2025」にお
いて、「IR優良企業賞」を受賞したことをお知らせします。なお、同賞の受賞は2004年、2008年以来の17年ぶり3回目となります。

当社の受賞理由は以下の通りです。

当社は、長年にわたり最適な事業ポートフォリオを模索しながら変革を重ね、現在では「ヘルスケア」「住宅」「マテリアル」の3領域において事業
を展開しています。IR活動においては、そうした多様な事業分野で培った技術・ノウハウ・人財といった経営資産を、グループ全体でどのように価
値創出につなげているのかお伝えする取り組みを進めてきました。
2024年度はその一環として、3領域をつなぐ無形資産の活用についてご紹介する「無形資産戦略説明会」を開催しました。また、統合報告書（旭化
成レポート）においては、投資家の皆さまからの関心や疑問に真摯に向き合う編集方針のもと制作し、対話を重ねてまいりました。
今回の受賞は、そのような取り組みの中で、経営姿勢やIR活動の継続的な改善を評価いただけたものと考えています。今後も、当社が目指す企
業価値向上への理解をいっそう深めていただけるよう、情報発信の拡充に努めてまいります。

ご参考

「IR優良企業賞」について　

IRの趣旨を深く理解し、積極的に取り組み、市場関係者の高い支持を得るなどの優れた成果を挙げた企業を選び表彰することを目的に選出さ
れるもので、今年で30 回目を迎えます。2025 年は、応募企業371 社の中から「IR優良企業大賞」2社、「IR優良企業賞」6社、「IR優良企業特別賞」
3社、「IR優良企業奨励賞」2社が選ばれました。
https://www.jira.or.jp/file/topics_file1_267.pdf 

トップ ニュース 2025年度

近年、経営トップが投資家と対話する機会を増やし、IR活動にも反映させるなど資本市場と向き合う姿勢を明確にしている

統合報告書を、投資家の疑問や懸念に正面から答える構成と内容に刷新している

決算の事業セグメント別開示を充実させ、3つの事業領域を持つ意味も説明している

特許などを経営戦略として捉えた「無形資産戦略説明会」（2024年12月）を開催し、当社の無形資産活用戦略を各事業に通じる「横軸」で示し
た点で注目される
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